
一

般

質

問

深
刻
に
な
る
と
考
え
る
が
、
財

政
危
機
に
陥
ら
せ
た
原
因
と
改

善
策
は
。

　
　
　

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
有
効
か
つ
効
果
的
な
施
策

を
し
て
い
く
。
多
額
の
借
金
、

将
来
に
渡
っ
て
の
厳
し
い
財
政

見
通
し
の
中
、
事
業
の
見
直
し

を
す
る
。

び
、
議
員
の
政
策
形
成
機
能
の

充
実
が
求
め
ら
れ
、
議
会
の
活

性
化
・
議
員
の
資
質
の
向
上
は

大
命
題
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
合
併
直

後
の
平
成
１８
年
１２
月
定
例
会
で

議
会
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
議
員
定
数
の
問

題
・
議
会
運
営
の
問
題
等
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
そ
の
任
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
会
の
あ
り
方
の
再
構
築
や

一
層
の
市
民
の
負
託
に
こ
た
え

る
べ
く
、
議
会
の
改
革
な
ら
び

に
活
性
化
に
関
す
る
調
査
を
図

問　

本
市
の
人
件
費
・
物
件
費

の
削
減
率
は
、
他
の
市
町
村
と

比
較
す
る
と
非
常
に
低
い
。
改

め
て
、
財
政
危
機
の
原
因
と
改

善
策
を
具
体
的
に
。

市
長　

現
在
、
総
合
振
興
計
画

の
中
で
、
２３
年
度
か
ら
２５
年
度

の
実
施
計
画
を
見
直
し
、
中
長

期
の
財
政
計
画
を
策
定
す
る
。

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
７
名
か

ら
な
る
議
会
活
性
化
対
策
特
別

委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
。

全
国
的
に
地
方
議
会
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
、

こ
の
委
員
会
を
必
要
と
さ
れ
る

議
員
全
員
が
い
ま
の
議
会
で
は

良
く
な
い
と
認
め
て
い
る
ゆ
え

の
こ
と
と
思
う
。

議
会
不
要
論
ま
で
出
て
い

る
と
き
に
こ
の
委
員
会
を
設
置

す
る
の
は
意
義
あ
る
こ
と
。
た

問　

市
長
答
弁
で
、
具
体
的
な

改
善
計
画
が
示
さ
れ
る
と
期
待

し
て
い
た
が
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
財
政
的
な
質
問
を
市
長
に

求
め
た
の
が
無
理
だ
っ
た
と
理

解
す
る
。

財
政
の
責
任
者
で
あ
る
総

務
部
長
の
具
体
策
は
。

　
　
　
　
　

税
収
の
伸
び
は
期

待
で
き
な
い
。
公
債
費
の
繰
り

上
げ
償
還
等
を
３
年
間
実
施
し

た
。
義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人

件
費
の
削
減
は
、
定
員
削
減
計

画
、
賃
金
カ
ッ
ト
等
、
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　

市
長
の
言
葉
で
は
「
本
市

の
基
礎
固
め
が
で
き
た
。
ま

た
、
本
市
の
財
政
は
厳
し
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
２１
年
度
は
、
基

金
（
貯
金
）
の
取
崩
し
を
し
な

か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
国
の
経
済
対
策
恩

恵
で
あ
っ
て
、
経
済
対
策
が
切

れ
る
と
厳
し
い
状
況
は
さ
ら
に

地
方
分
権
化
時
代
の
到
来

で
、
議
会
の
審
議
・
監
視
機
能

の
役
割
は
一
層
重
要
性
を
帯

だ
委
員
構
成
に
つ
い
て
、
全
議

員
が
参
画
す
べ
き
と
思
う
。

委
員
の
選
定
に
協
議
が
な

い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
に

は
不
満
を
表
す
。

真
に
市
民
の
た
め
の
結
果

が
出
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

委
員
長　
　

橋
本　

尊
文

副
委
員
長　

矢
野　

康
弘

委
員　
　
　

林　
　
　

茂

　
　
　
　
　

森　
　

爲
次

　
　
　
　
　

村
田　

正
夫

　
　
　
　
　

高
野　

美
好

　
　
　
　
　

小
中　
　

昭

去
る
５
月
２６
日
、
第
８６
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
前
南
丹
市
議
会
議
員
の
吉
田
繁
治
さ
ん
と
八
木
眞
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
　
澄
雄 
議
員

賛
成
討
論（
要
旨
）

４
月
２７
日
、２８
日
、３０
日

管
内
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
施
設
を
選
定

し
、
三
日
間
に
か
け
て
運
営
状

況
及
び
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
日

目
は
八
木
９
施
設
と
園
部
９
施

設
。
二
日
目
は
美
山

１１
施
設
と

日
吉
８
施
設
。
最
終
日
は
船
井

郡
衛
生
管
理
組
合
、
カ
ン
ポ
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
㈱
、
公
立
南

丹
病
院
の
運
営
状
況
及
び
施
設

の
現
状
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
今

後
、
各
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
費
や

管
理
費
の
削
減
等
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま

す
。

６
月
１６
日

付
託
さ
れ
た
報
告
２

件
と
議
案
４
件
の
計

６
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
し

て
、
平
成
２２
年
度
南

丹
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
の
相
談
業

務
委
託
料
の
内
容
や
保
育
所
管

理
運
営
費
の
財
源
の
変
更
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。平

成
２２
年
度
南
丹
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
は
、
市
の
レ

セ
プ
ト
点
検
の
課
題
や
本
年
度

の
国
保
税
の
賦
課
状
況
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。付

託
さ
れ
た
報
告
２
件
は

全
員
賛
成
で
承
認
し
、
議
案
４

件
に
つ
い
て
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

４
月
２２
日

管
内
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
八
木
・
園
部

を
中
心
に
実
施
し
、
八
木
で

は
、
国
道
４
７
７
号
（
西
田
大

藪
道
路
）
、
府
道
郷
ノ
口
室
河

原
線
、
市
道
野
条
諸
畑
線
、
農

業
用
道
路
園
部
八
木
線
、
八

木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
、
ほ
場
整
備
事
業
（
池
ノ

内
）
、
板
野
川
改
修
事
業
（
調

整
池
）
。
園
部
で
は
栄
町
老
朽

管
更
新
事
業
、
本
町
土
地
区
画

整
理
事
業
、
新
光
悦
村
、
都
市

公
園
事
業
、
園
部
農
業
公
社
の

現
状
と
運
営
状
況
な
ど
を
調
査

し
ま
し
た
。

５
月
１９
日

本
委
員
会
の
所
管
す
る
農

林
商
工
部
、
土
木
建
築
部
、
上

下
水
道
部
の
事
務
事
業
調
査
を

実
施
。
部
課
長
か
ら
詳
細
説
明

を
受
け
、
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

６
月
１５
日

付
託
さ
れ
た
報
告
３
件
、
議

案
６
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
報
告
３
件
は
全
員
賛

成
で
承
認
。
議
案
６
件
も
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
付
託

議
案
審
査
の
後
、
特
に
大
き
な

課
題
で
あ
る
「
桂
川
中
流
流
域

下
水
道
」
の
移
管
に
つ
い
て
現

状
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
２８
年
３
月
３１
日
に
移
管
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
移

管
に
伴
い
本
市
に
施
設
管
理
、

財
政
面
な
ど
大
き
な
負
担
が
生

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
合
併

に
伴
い
同
様
の
課
題
を
抱
え
る

市
は
全
国
で
１２
市
あ
り
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
、
今
後
は
府

や
全
国
の
関
係
市
と
の
連
携
に

よ
る
検
討
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
行
政
を
は
じ
め
市
長
会
や

知
事
会
な
ど
に
も
働
き
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

４
月
２０
日

所
管
事
務
事
業
調
査
と
し

て
総
務
部
、
出
納
課
、
監
査
委

員
事
務
局
、
総
合
政
策
室
、
企

画
管
理
部
、
教
育
委
員
会
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

４
月
２１
日
、
２６
日

管
内
調
査
と
し
て
、
市
内
全

域
の
防
災
行
政
無
線
施
設
、
公

民
館
、
学
校
施
設
、
図
書
館
、

文
化
博
物
館
、
地
域
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
、
市
営
バ

ス
施
設
、
給
食
施
設
な
ど
の
現

状
や
運
営
状
況
に
つ
い
て
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
月
１４
日
、
２４
日

付
託
さ
れ
た
報
告
４
件
と

議
案
１２
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
平
成
２１
年
度

南
丹
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
の
専
決
処
分
の
承

認
に
関
し
、
土
地
改
良
区
総
代

選
挙
を
市
が
委
託
を
受
け
る
根

拠
に
つ
い
て
の
指
摘
を
し
、
総

務
部
長
か
ら
「
法
律
に
基
づ
き

委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
十
分
な
精
査
を
行

う
」
と
の
答
弁
を
得
て
可
決
。

ま
た
、
平
成
２２
年
度
南
丹

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
の
消
防
費
の
備
蓄
食
に
つ

い
て
、
合
併
以
降
の
取
り
組
み

の
実
態
や
現
状
を
質
疑
し
、
備

蓄
食
の
本
庁
並
び
に
各
支
所
の

保
管
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

市
街
地
や
非
農
家
が
密
集
し

て
い
る
園
部
・
八
木
町
域
で
の

長
期
避
難
者
が
１
万
４
０
０
人

の
想
定
の
も
と
、
１
万
５
０
０

食
を
基
準
と
し
、
本
庁
と
各
支

所
で
保
管
し
、
併
せ
て
今
後

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

の
調
達
も
考
慮
中
と
の
答
弁
を

得
て
可
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
報
告
３
件
は

全
員
賛
成
で
承
認
、
他
１
件
は

賛
成
多
数
で
承
認
し
、
議
案
１２

件
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

▼
厚
生
常
任
委
員
会

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▼
総
務
常
任
委
員
会

松尾　武治 議員

有
効
か
つ
効
果
的
な
施
策
を

財
政
危
機
の
原
因
と
改
善
策
は

市長

松尾

委
員
会
活
動
報
告

提
案
理
由
要
旨

常
任
委
員
会

活
動
報
告

城南保育所の視察

JR 八木駅舎の視察

市議会だより『なんたん』／第18号 12市議会だより『なんたん』／第18号13

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞

人

事

案

件

◆
副
市
長

松　

田　

清　

孝

（
園
部
町
半
田
）

６
月
末
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
る
岸
上
吉
治
副
市
長

の
後
任
と
し
て
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
た
。

議会活性化対策
特別委員会設置
全員賛成で可決

議員提出議案

吉田繁治さん

八木　眞さん

本市の主な計画書

農業用道路園部八木線（神吉〜氷所）の視察


